
○従来の観光資源の磨き上げや地域資源の掘り起こしを行い、地域産品を使った新しい食事メニューの開発は
もとより、歴史探訪プログラムや茶畑観光農園を活用した体験プログラムを開発。
○中日本・西日本高速道路会社のETC,ETC2.0割引を活用した特徴ある農泊ツアーの開発・販売を実施できる
体制を整備。
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【事業実施期間】
令和元～２年度
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地域での受け入れ環境の整備を更に進めるため、情報・物流
ネットワーク整備や、地域内移動の利便性向上を目指し、着地
型旅行専門事業者との連携による受入販売体制の構築が必要
なため、「食」「体験」「農泊」を組み合わせた「短・中・長期」用着
地パッケージの造成により、訪日外国人並びに国内富裕層に対
応できる商品を開発する。

• 「食」「体験」「農泊」事業の運営に関する契約制度の導入や
精算業務の一元的管理体制の構築についての検討会の開
催。

• 農泊経営希望者への人材育成講座の実施。
• 新メニューの開発の為の勉強会の実施。
• 体験型田舎ツーリズムコンテンツの開発。
• 中日本・西日本ネクスコとの協同プロモーション事業の実施。

食メニューの開発イバウンド対応 体験メニューの開発

・従来の観光資源のアップデート
・地域資源の掘り起こしをし、新た観光メニューや体験
プログラムの開発
・高速道路など交通インフラとの連携メニューによる農村
民泊推進及びツアーの造成
・これらを円滑に遂行するための体制整備と担い手の育成

食メニューイバウンド対応 体験メニュー
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